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概要　本研究 の 目的 は，わが 国 で 実施 さ れ た月経周辺期症状 の 軽減 を目的 とした非薬物療法 に よる 介 入

プ ロ グ ラ ム を展望する とともに，その 効果サイズ を算出する こ とに よ っ て，月経周辺期症状の 軽減を 目

的 とした非薬物療法の効果を明らか にする こ とで あ っ た，介入プ ロ グ ラ ム を展望 し，そ の効果サ イズを

算出 した結果，月経周辺期に おける非薬物療法は，セ ル フ モ ニ タ リ ン グ を中心と した介入，セ ル フ ケ ア

行動の促進 を中心 と した介入．マ ン ス リービク ス を中心 とした介入，心理学的介入の 4 つ の介入プ ロ グ

ラ ム に分類 され，効果サイズか ら現段階で はマ ンス リービ ク ス を中心とした介入が月経周辺期症状に対

して 有効 で あ る 可能性が あ る．今後は，効果が示されたマ ン ス リービ ク ス を中心 に既存 の 介入プ ロ グ ラ

ム の 効果研究 を蓄積す る こ とが必要 で あ る．また，海外 で は心理学的介入 の有効性が示され て い る ため，
わ が国で も同様 の 効果が得 られ る か検討 して い く必要 があ る．

Summary 　The　purpose　of　the　present　study 　was 　to　review 　non ・pharmacotherapy 　for　perimenstrual
symptoms 　on 　Japanese　women 　and 　to　reveal 　the　effects 　of 　these　interventions　by　effect　size．　A 　litera−

ture　search 　identified　l3　treatment　studies ．　The　major 　results 　were 　as　follows　： （a）Non・pharmacother −

apy 　were 　 classified 　into　 intervention　focusing　on 　self−monitoring ，　 self−care ，　 monthlybics ，　 and

psychological　intervention，（b）The　intervention　focusing　on 　monthlybics 　have　been　shown 　to　improve

perimenstrual 　symptoms ．　It　is　necessary 　to　research 　about 　the　intervention　focusing　on 　monthlybics

and 　the 　psychological　interventions　that　the　studies 　outside 　Japan　revealed 　effects 　for　perimenstrual
symptoms ．
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　　　　　　　　　緒　 　言

　 婦人科疾患 における心 身症 の
一

つ として ，月経

前症候群 （Premenstrual　Syndrome ：PMS ）が あ

る．PMS は，月経前 3〜10日の 黄体期の 間に生 じ

る精神的 もしくは身体 的症状で ，月経発 来 ととも

に減退な い し消失する ．PMS が重症化 し，月経前

に気分変調が繰 り返 される場合 は，DSM −IV−TR で

は月経前不快気分障害 （Premenstrual　Dysphoric

Disorder：PMDD ）の 診断が 下 され る
1）．また，月

経時 に伴 う症状 は月経随伴症状 とよばれ，月経随

伴症状が重症化 した場合 には月経困難症 と よばれ

る
2）．Woods は，月経前 と月経期 の 症状 を明確 に

区別するこ とが困難で あ るこ とか ら，月経周期 に

応 じて 自覚す る身体 的 ・精神的 ・社会 的症状 と し

て 「月経周辺期症状 （Perimenstrual　Symptoms ）」

と い う概念を提唱 して い る
3）．そ こ で ，本研 究で

は，月経前の 症状 を さす場合 には PMS ，月経前と

月経期 の 症状 を同時 に さす場合に は月経周辺期症

状 とい う用語 を用い る．

　 わが国で は，10 歳代後半 から 20 歳代前半の 若

年女性 の 多 くが月経前 に何 らかの 症状 を訴えて い

る こ とが 報告され て い る
4〕．PMDD の 有病率は 20

歳代後半か ら 30歳代半ば の 女性の 間で 高く，その

年代に お い て PMDD は重症化する
5〕，実際 PMS

を主訴 として 医療機関 を受診する女性は 20歳代

後半か ら 30 歳代半ば に 多 く
5｝
，月経周辺期症状に

対する薬物療法 と して ，身体的症状 に 対 して は鎮

痛剤や Oral　Contraceptives（OC）が t 精神症状

に対 し て は主 に SSRIが 用 い られ て い る
6）
． また，

20歳代後半 か ら 30歳代半ば まで の PMDD 患者に

対する 回顧法 に よる調査の 結果 に よれば，彼女た

ちは 10歳代後半か ら 20 歳代前半の 時点で すで に

PMDD の 診断基準 に当て は まる症状 を呈 し て い

た可能性の あ っ た こ とが指摘され て い る
7｝S）．しか

しなが ら，10歳代後半か ら 20歳代前半の 女性は，

月経周辺期症状 の 認知度が他の 年代 と比 較 して低

い た が ，医療機関へ の 受診に つ なが りに くい 可能

性 がある．
一

方，PMS が軽症であ る場合，非薬物

療法の みで 症状 の軽 減が可能で ある こ とや，器質

的原 因がない 月経周辺期症状 は基礎体温 と症状 の

記録 ， 運動，リ ラ ッ ク ス 法等の セ ル フ ケ ア に よ っ

て改善す る こ とが指摘 されて い る
1°｝
，したが っ て ，

今後は月経周辺期症状 に対 して
， 非薬物療法 に よ

る早期介入 方法を確立 し て い くこ とが 必要 とされ

る．

　わが 国で は，月経周辺期症状の軽減を目的とし

た非薬物療法に よる介入 の 効果検討が 実施され ，

その 中で はさまざまな介入プ ロ グ ラ ム が用 い られ

て い る． しか しなが ら，その 介入効果 は
一

貫 して

お らず，非薬物療法 による介入が月経周辺期症状

に対して どの よ うな効果が ある の か は明らか で は

ない ．加 えて，月経周辺期症状の 軽減 に有効で あ

る介入 プ ロ グ ラ ム も明 らかに され て い ない ．そこ

で本研 究で は ， 月経周辺期症状の 軽減を目的 とし

た 非薬物療法 に よる介入 プロ グ ラ ム を展望する と

と もに ，その 効果サイズ を算 出す る こ とに よ っ て ，

月経周辺期症状 の 軽減 を目的 とした非薬物療法 の

効果 を明 らかにす る，

　　　　　　　　　方　　法

　 文献検索 には，医中誌 Web ，最新看護索引 Web ，

JDream　II，メ デ ィ カ ル オン ライン，　 CiNiiを使用

した．文献検索にあた っ て ，「月経周辺期」，「月経

随伴症状⊥ 「月経前症状⊥ 「PMS 」の キーワ ー ド

を用 い て検索を行 っ た結果，7，020件が対象 とな っ

た （2012年 2月 5 日時点），次に，  わが 国の 18

歳以 上 の 女性を対象として い る，  月経周辺期症

状 （各研究で 用 い られて い る用語 に関わ らず，月

経前 ・月経中の 症状を指す）の 軽減 を目的 と した

介入効果 を検討 して い る，  介入 プ ロ グラ ム と し

て月経周辺期症状の 軽減を 目的 と し，身体に直接

働 きかける補助器具 （性 ホ ル モ ン 様作用がある ア

ロ マ テ ラ ピー，身体の 温熱加熱作用がある蒸気温

熱 シ ー ト等）を使用 して い ない
，

の 3 つ の 基準を

満た して い る研究を対象 とし て 論文抽出を行 っ た

結果，13編の 研究が レビ ュ
ーの 対象 とな っ た．ま

た．対象 とな っ た研究か ら．研究対象者の 特徴 ・

介入 プ ロ グ ラ ム お よび治療構成要素 ・測定指標 ・

測 定指標の 結果 を抽 出 した ．

　　　　　　　　　結　 　果

L 研究対象者

　レ ビ ュ
ーの 対象とな っ た研究報告にお ける研究

対象者の 特徴を示 した もの が表 1 で ある．対象と

N 工工
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表 1　 レ ビ ュ
ー

の 対 象 と な っ た論 文 の 研 究 対象者の 特徴

著 者 年 数 サ ン プ ル 数 包括 基準

岩本他 1999

濱 田
・国崎　　2002

野 田 2002

早 川 ・西村 　 　 2004

占田　 　 　 　 2007

渡邊
・
喜多　　2007a

体育大学 の 女 了
一
学生 7 名

女 子大学生 8工名

看護 系短 大 の 女子 学 生 174名

看護学生 8D名の うち症状が重 い 5 名

大学，看護専 門学校 の 女子学生 66名

社会 人女性 29名

渡邊 ・喜多　　 2007b　 　 社会 人女性 25名

苫 米地他

福 山他

山 内

高橋

渡邊他

大平

2008200920092010

2010

2011

女子 大学 生お よ び大学 教職 員 23名

看護専 門 学校の 女子 学 生 34名

女子 大学 生 66名

短期 大学 看護学科の 女 子学生 46 名

26〜42歳の 社会 人女性 25名

20〜30歳代の女子 大学生 と社会人 女
性 60名

  部活動 に所 属 してい る

  器質 的に異常が無 く月経 随伴症状 が重い

  月経 随伴症 状軽減 に対 して 動機づ けが高 い

  婦 人科系の 疾患が無 い

  月経痛 お よび月経随伴症 状が ある

  妊娠 ・出産経験が ない

  18〜22 歳 の 女性

  未婚 で あ る

  現 在経 口 避妊 薬 を使用 して い な い

  月経 前症 状が重 い

  20〜40歳の 女性
  妊娠

・
授乳をし て い ない

  6 カ 月 に わ た り 23　一　38 日の 規則 的 な 月 経周期 で あ る

  3 カ 月間，避妊 薬等の ホ ル モ ン 剤 を 内服 して い な い

  精神科の 受診や 向精神薬を内服 して い な い

  婦 人科疾患や 内科的疾患等の 治療を して い ない

  20　一　40　ltの 女性

  妊娠 ・授 乳 をして い ない

  23〜38日の 規則的 な月経周期 である

  3カ 月間．避妊薬等 の ホル モ ン 剤 を内服 して い ない

  精神科 の 受診や 向精神 薬 を内服 して い ない

  規 則 的 な 月 経 周 期で あ る

  PMS を有 して い る

  女性 性 ・母性 性等 に 関 して 取 り扱 う母性看 護学 の 授 業 を まだ

　 受講 して い ない

  月経 周辺 期症状 を有 して い る

  25　一　38 日の 規則的 な月経周期 で ある

  3 カ月間避妊薬等 の ホル モ ン 剤 の 内服 を して い ない

  精神科 を受診 して い ない

  PMS の 自覚症 状 が あ る

  規則 的な 月経周期で ある

  基礎体温 が 二 相性を示 して い る

  婦人科疾患を含め た疾患が ない

  妊娠 中及び 授乳 中で は ない

  喫煙 して い な い

  経 口 避妊薬お よ び疾患治療の た め の 常用薬 を服 用 して い ない

  ヨ
ー

ガ，呼吸 法等の リ ラク セ
ー

シ ョ ン 法 を継続 的に 実施 して

　 い な い

Note 、　 PMS ＝Premenstrual 　Syndrome

な っ た 13編 の 研究の うち，8編が 女子大学生，3

編が社 会人女性 ，
2 編が女子大学生 と社 会人女性

を研究対象者 として い た．また ，研究対象者 の 包

含基準 として，「月経周辺期症状 を有す る女性 ⊥

「月経周辺期症状 に つ い て器質的原 因が な い 女性

（婦人科系の 疾患が無 い 女性，規則的な月経周期で

ある女性等）」 と定めて い た研究 は，13編 の うち

6編ず つ で あ っ た．そ の うち，両基準を採用 して

い た研究は 4編 であ っ た．

2．介入 プ ロ グ ラ ム と治療構 成要素

　各研 究に含 まれて い た介入 プ ロ グ ラ ム と治療構

成要素を示 した もの が 表 2で あ る．著者が 本文の

精読を行い ，介入 プ ロ グ ラ ム の 目的と形態を基準

と して ，13編 の研究 で実施 されて い た介入プ ロ グ

ラ ム を，セ ル フ モ ニ タ リン グに よる介入 （2編），

セ ル フ ケ ア行動の 促進を中心 と した介入 （3 編），

マ ン ス リービク ス を中心 と した介入 （5編 ），心理

学的介入 （3編）の 4 つ に 分類 した．さ ら に ，各

介入プ ロ グラム に含まれて い た治療構成要素に つ

い て，その 目的と形態 ご とに著者が まとめ，以下

の よ うに分類 を行 っ た．セ ル フ モ ニ タ リ ン グ に よ

る介入は，自身の 体調変化の パ タ ーン を把握する

N 工工
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表 2 各研 究 にお け る介入 プ ロ グ ラ ム に含 まれ る 治療構成要素

介入 プ ロ グ ラム 著者

基

礎
体
温
の

測

定

月

経
教
育

ピ

ア

グ
ル

ー

プ

マ

ン

ス

リ

ー

ビ

ク
ス

ァ

ロ

マ

マ

ッ

サ

ー

ジ

足

浴
経
穴
指
圧

月

経
記
録
票

皮
膚
温
バ

イ
オ

フ

ィ

ー

ド
バ

ッ

ク

自
律
訓

練
法

呼
吸
法

セ ル フ モ ニ タ リン グ
を中心 と した 介入

セ ル フ ケ ア 行動 の 促

進 を中心 とした介入

マ ン ス リービ ク ス を

中心 と した介 入

心理学的介入

野 EH　（2002）且3）

渡邊 ・喜多 （2007a）16）

渡邊 ・喜多 （2007b）17）

福 山 f也　（2009）19〕

渡邊 f也　（2010）22〕

早川 ・西村 （2004）凶

古 E日　（2007）15）

苫米 地 他 （2008）18）

山 内 （2009）2°）

高橋 （2010）2D

岩本他 （1998 ）
11）

濱 田 ・国崎 （2002）121

大平 （2011）23〕

〆　 　　 ノ

〆　 　　 》
〆

♂ 　 　 　 f

〆

〆　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 》
t

／　 　　 〆　　 　 ♂　　 　　 　　 　　》
〆
　 　　 〆

− 　 　　 ／　　 　 〆　　 　 〆　 　　 　　 　　 　／

／ 　　 　 ゾ 　　 　 》
〆
　　 　　 　　 　 〆　 　　 f

こ とを 目的 と して ，基礎体温の 測定，月経 （周期

や 月経 に伴う症状等）の 記録か ら構成 され て い た．

セ ル フ ケ ア 行動 の 促進 を中心 とした介入は心理社

会的側 面か らの ア プロ ー
チ で あ り

ee）
，セ ル フ モ ニ

タリ ン グに加 えて ，月経の メ カ ニ ズ ム ，月経 に対

す る肯定的イ メ ージの 促進を 目的と した 月経教育

（月経や生活習慣等に 関する説明），セ ル フ ケ ア 行

動の 獲得 を 目的 と した経穴 指圧 ・足浴 ・ア ロ マ

マ ッ サ ージを中心 と した取 り組み，ソ ーシ ャ ル サ

ポ
ー

トの 増加を目的 とした ピ ア グ ル ー
プ か ら構成

されて い た，月経 に伴 う痛 みの軽減 を目的 とした

マ ン ス リービ ク ス を中心 とした介入 を実施 した研

究 5 編の うち 2編は ，マ ン ス リービ ク ス に加 えて

月経教育を実施 して い る．マ ン ス リービク ス とは，

月経周辺期症状 の緩和 に効果がある とされる ジャ

ズ体操
24，

（骨盤運動）で あ り，立 っ た姿勢，椅子 を

使用す る もの
， 四 つ 這 い の 姿勢 仰向けの 姿勢の

4種類 の 姿勢で 実施 され る ，5編の うち 4 編が ビデ

オ ある い は パ ン フ レ ッ トで マ ン ス リービク ス の 指

導を実施してお り，5編すべ て の 研究にお い て，

研究対象者が 自宅で マ ン ス リ
ービク ス を定期的に

実施し て い る．心理学的介入に は，リ ラ ク セ ー
シ ョ

ン を 目的 と した呼吸法 と自律訓練法．身体 内部 の

生理的反応 を測定 し，研 究対象者 に視覚的に提示

する こ とで ，元 の 生理 的 反応 を変化させ ，自己制

御 す る こ とを 目的 と した皮膚温 バ イ オ フ ィ
ー

ド

バ ッ ク トレーニ ングが含 まれて い た．呼吸法 と自

律訓練法 に 関 して ，各研究者の 著者が事前 に研究

対象者 に対 し て 説明 と練習 を実施 し，その 後 は研

究対象者が 自宅で 定期的に練習 を実施 して い る．

皮膚温バ イオ フ ィ ー ドバ ッ ク に関 して は，研 究対

象者が 訓 練者とと もに週 に 2〜3 回，合計 12回 の

訓練 を実施 して い る ．1 訓練試行 は 100秒で あ り，

各試行 間 15秒 の 休憩 を挿入 し，計 11 試行実施 さ

れ る．訓練終了後，研究対象者 は訓練 グ ラ フ を見

て訓練時 の 感想や 自身の 心身の 状態 などをセ ル フ

レポー トに記入す る よう求め られる．

3，介入前後にお ける効果指標の 比較

　月経周辺期症状 を測定する指標 に つ い て t 対象

と した 13 編 の 研 究 の うち 7 編 に お い て ，Men −

strual 　Distress　Questionnaire25’

（MDQ ）が使用 さ

れ て い た，MDQ は，主 に月経周期 に伴っ て現れ

る気分や 身体症状 に つ い て の 47項 目8因子か ら構

成 され て い る．そ の 他 5編 の 研究で は，PMS メ モ
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表 3 介 入 プ ロ グ ラ ム の 効 果研 究 の 概 要

著 者 年 数 ア ウ トカム 指標 群分 け 介入 期間

岩 本他
1！ノ　　　 1999

濱 田
・国崎 12〕　 2002

野 田
13｝ 2002

早川 ・西i・r　14）　　 2004

古田
15＞ 2007

渡邊 ・喜多
16）

　　2007a

渡邊 ・喜多
1ア〕　　2007b

苫米地他 18〕

福 山他 19）

山 内
eo）

高 橋
Ltl｝

渡邊他
22｝

大 『z23
〕

2008

2009

2009

201D

2010

2011

MDQ ，心電 図 R−R 間隔，心 拍 数，血 圧

月経痛 度．MDQ ，月経痛 へ の 日常 生 活 へ の 影響，
鎮痛 剤の 服用の 程度

月経 周 期 の 変化，MAQ ，月 経痛 とセ ル フ ケ ア 行

動 自 尊感情尺 度，ジェ ン ダ
ー

満 足 感，Life　Ori−
entation 　 Test （楽観性 ・悲 観性 ），月経の 経験 と

ラ イ フ ス タ イ ル

月経 前症候群の 認 知度，月経前 の 自覚症状，対処

方 法 症状 に対 す る思 い ，理解 者の 有無 と理 解者

の対 象 との 関 係

月経 に つ い て，日常生活影響の有無，VAS （月 経
周 辺 期症状）

MDQ ，　RQsenberg 自尊感情尺 度，　PRQ −85，　GSES ，
SRS−18，　 SF−36

MDQ ，　Rosenberg 自尊感情尺度，　PRQ −85，　GSES ，
SRS−18MDQ

，　 POMS ，皮膚 表面 温度，脈拍．血圧 ，口

腔 温

女性 の 健 康 ノ ート （月経 周辺 期症状 ・生 活 支障

度），調 査票 （セ ル フ ケ ア 行動 ・プ ロ グラ ム 理解

度 ・プロ グ ラ ム 満足度 ・月経 認識）

PMS 症 状 ，セ ル フ ケ ァ 行動

男性性 ・女性性 2側 面測 定尺 度，自己 肯定感意識
尺 度，月 経 イ メ

ー
ジ，月経 時 不快 症 状，月 経時 の

対処 行動，月 経時の 自粛 行動

MDQ ，　 SRS・18、　 Rosenberg 自尊感情尺 度．　 PRQ −
85

※面接調査実施

MDQ ，心 拍 変動 唾 液 コ ル チ ゾ
ー

ル ・ク ロ モ グ

ラ ニ ン A ，リラ ッ クス 呼吸法 カ レ ン ダー，リラ ッ

ク ス 呼 吸 法 を 行 っ た 感 想等 の 自Ftl記 述 用紙，
MOOD

訓 練群 ： 17 名

訓練非参加 群 ：64名

PMS 群 ；14名
N−PMS 群 15名

PMS 群 ： 12 名

N−PMS 群 13 名

「月経 教 育 ＋ マ ン ス リ
ー

ビ クス 」群 ： 19名
「月経教育」群 ：22名
「コ ン トロ

ール 」群 ：22名

受 講群 ：9名

対照 群 ：37 名

呼吸群 ：20名

対照群 ：20名

月経周期 2 回 分

約 6週 間

月経周期 2回分

月経予 定 日 1週間

前か ら月経 初 日

月経 周期 3 回分

約 8 週 問

約 4 週問

月経 周期 3 回 分

約 6 カ月 間

約 2 カ 月間

約 2 カ 月間

約 6週 間

月経周期 3 回分

Note．　 MDQ ＝Menstrual　Distress　QuestiDnnaire，　 MAQ ＝Menstrual　Atti匸ude 　Questionna［re，　 VAS ＝Vis岨 l　Analog　Scale，　 PRQB5
＝Personal　Resource　Questionnaire　85，　GSES ≡General　Se［f　Ef巨cacy 　Scale，　SRS−18冨Stress　Response 　Scale・18，　SF−36＝Short　Form

36，PQMS 三Profite　of　Mood 　States，　 PMS ＝Premenstrual　Syndrome，　 MOOD ＝Mood　Inventory

リ
ーの 症状 リ ス ト

26）
を参考 に して，各研究の 著者

が作成 した質問紙が使用 されて い た （表 3）．

　抽出された 各介入プ U グ ラ ム が，月経周辺期症

状に対 して どの 程度有効で あるか を明 らか にする

ため に，介入前後の 平均値 と標準偏差 を用い て効

果サ イズ （Cohen
’
s　d）

27〕
を算出 した （表 4）．測定

時期に つ い て ，対象とした 6 編 の うち 1編が 月経

期の みの 症状得点 を示 して い た．算出 された数値

に つ い て d＝ O．2 は効 果が小 さ く，d＝0．5 は 中程 度，

d＝O．8は効果が 大 きい こ とを示 して い る
27〕
，介入前

後 に お け る 効果 指標 と し て ，MDQ2s ）

，月経 痛

度
12＞L3］

，月経不快症状
14）19）一’21．）

，月経周辺 期症状の 痛

みの程度に つ い て の Visual　Analog　Scale（VAS ）
L5｝

が用 い られ た。そ の結果，セ ル フ モ ニ タ リ ン グ を

中心 と した 介入 に 関 し て ，効果サ イ ズ は d＝．11
〜24 で ある こ とが示 された．セ ル フ ケア行動の 促

進 を 中 心 と し た 介 入 に 関 して ， 渡 辺 ・喜 多

（2007b）17〕にお い て は，中程度の 効果サ イズ （d＝．61
〜．73）が認め られ た もの の ，高橋 （2010）

21 〕

に お い

て は，効果サ イズ は 0 に近 い 値 （d＝ ．07）で あ る こ

とが示 され た．また，マ ン ス リ
ー

ビ ク ス を中心と

した介入 に関 して，古田 （2007）］5）
にお い て は，中

程度以下 の 効果サ イ ズ （d＝．38）が 認め られた もの

の ，苫米地他 （2008）
1B）

にお い て は，　 d＝ 0 以 ドの 効
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表 4 月経周辺 期症 状に 対す る介 入前後 の 効果量

介入 プ ロ グラ ム 著者 年数 ア ゥ トカ ム指標 効果サ イズ （d） 95％ CI

セ ル フ モ ニ タ リ ン グ　　渡邊 ・喜 多 16〕　 2007a

を中心 と し た介入

セ ル フ ケ ァ 行動 の 促　　渡邊
・
喜多

17）　 2007b
進 を中心 と した 介 入

　 　 　 　　 　 　 　 高橋
21）

マ ン ス リ
ービク ス を　 古 田

15）

中心 と した介入　　　　苫米地他 181

心理学 的介入

201020072008

濱田 ・国崎
12）　 2002

MDQ （月経前）

MDQ 　（月経期）

MDQ （月 経 中 間期 ）

MDQ （月 経前）

MDQ （月経期）

MDQ （月経 中間期 ）

月経時不快 症状 （月経 時）

VAS （月経 前〜月経期 ＞

MDQ （月経前）

MDQ （月経期）

月経痛度（月経前〜月経期）

O．180

．llO

．240

，730

．610

．730

．070

．380
．00

−0．240

．63

一〇，56toO ，72
− 0．63toO ．85
− 0、51toO ．98
− 0．10toL56
− 0、21to　1、43
− 0．14tol ．51
− O．86toO99

0，03tQO，72
− O．57toO58
− 0．82toO ．34
− 0．06to　1．31

Note．　 C工＝Confidence　Interval，　 MDQ ＝Mestrtua且Distress　Questionnaire，　 VAS ＝Visual　Analog　Scale

果サ イズ （6rOO 〜
一 24）で あ っ た，最後に，心

理 学的介入で ある皮膚温 バ イオ フ ィ
ー

ドバ ッ ク に

お い て，中程度 の 効 果サイズ （d ＝ ．63）が認め られ

た．しか しなが ら，中程度の 効果サ イズ が示 され

たセ ル フ ケ ア行動 の促進 を中心 とした介入 との 皮

膚温バ イオ フ ィ
ー ドバ ッ クの 95％信頼区間は，そ

れぞれ 一．10〜1．56 と一．06〜1，31で あり，95％信頼

区間が 0 を含ん で い た． したが っ て，95％信頼区

間が 0 を含 まず，効果サ イズ を示 して い る マ ン ス

リ
ービク ス を中心 と した介入は ，現段階で 月経周

辺期症状 に対 して 有効で ある可能性が ある．一方，

その 他の 介入 は必ず しも改善効果が示 されず，症

状が悪化 して しまう可 能性 もある とい うこ とが示

唆され た ，以 上 の こ とか ら，マ ン ス リ
ービ ク ス を

中心 とした介 入
15〕

は，月経周辺期症状 を軽減 させ

る可能性がある こ とが示 された．

　　　　　　　　　考　　察

　本研究の 目的は，日本人女性 にお ける月経周辺

期症状の 軽減を目的とした非薬物療法 に よ る 介入

プ ロ グラ ム を展望する とともに，その 効果サイズ

を算出する こ とに よっ て，月経周辺期症状 の 軽減

を目的 とした非薬物療法の 効果 を明らか にする こ

とで あ っ た．

　わが国の 月経周辺期症状に対する介入 プ ロ グラ

ム として は，セ ル フ モ ニ タ リ ン グ を中心 と した介

入 を実施した研 究が 2編，セ ル フ ケ ア行動 の 促進

を中心 とした介入を実施 した研究が 3編，マ ン ス

リ
ービ ク ス を中心 とした介入を実施 した研究が 5

編，心理学的介入 を実施 した研究が 3 編で あっ た，

さらに，介入前後の 月経周辺期症状に 関する効果

指標の 変化を検討した 6編 を展望 した結果，マ ン

ス リ
ー

ビク ス を 中心 とした介入 は月経周辺 期症状

を軽減させ る可能性が 示唆され たが．セ ル フ ケ ア

行動促進 を中心 とした介入 と心理学的介入 で あ る

皮膚温バ イオフ ィ
ー ドバ ッ クは，必ず しも月経周

辺期症状 の 改善効 果が示 され ず，症状が悪化 して

し まう可能性 もある こ とが 示唆され た，

　月経周辺 期症状 に対する効果が示 され た マ ン ス

リ
ービ ク ス を中心 とした介 入 は，展 望の 対象 と

な っ た研究の 中で 最 も多 く実施され て い た，また ，

セ ル フ ケ ア 行動の 促進を中心 とした介入 を実施し

た研 究 3編の うち 2編が，マ ン ス リ
ービ ク ス をセ

ル フ ケア 行動 と して取 り入れ て い た．国外で は t

l950年頃 よ り月経期 に運 動を行 うこ と で 痛 み が

軽減す る こ とが実証 されて お り
29）

t わ が国で も月

経期の 痛み の 軽減に 向けて マ ン ス リ
ービ ク ス を実

施す る効果研究は多い ．本研究で は，マ ン ス リ
ー

ビ ク ス を 中心 と した介入を実施し た研究 5編の う

ち，効果量が算 出可能で あ っ た研 究が 3編で あ り，

月経周辺期症状 に対す る改善効果が示 された研 究

は 1編の み で あ っ た，介入効果の検討 に用 い られ

た研究が 少な く，改善効果が 認め られ なか っ た研

究 もある こ とか ら，本研究 にお ける結果の 妥当性

は不十分 で ある ため，今後 も効果研究を蓄積 して
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い く必要が ある．

　 また，国外で は月経周辺期症状に対する心 理 学

的介入の 効果研究 も多 く実施 され て い る
29＞。本研

究の 展望の 対象とな らなか っ た介入 プ ロ グ ラ ム と

して ，認知行動療法の 介入効果 も検 討 されて お り，

月経周辺期症状の 軽減に対する効果が示 されて い

る
3°〕．また，マ イ ン ドフ ル ネ ス 特性の 向上 が PMS

の 改善 とwell −beingを予測する こ とが示され て お

り
311
，PMS に対 して マ イ ン ドフ ル ネス ・ア プ ロ

ー

チ が有効で ある と指摘 され て い る
31）
．したが っ て，

わが国で 実施 されて きた既 存の 介入 プ ロ グ ラ ム だ

けで は な く，国外で 実施 されて い る介入 プロ グ ラ

ム につ い て もわ が国 にお ける新た な知見 を示 して

い く必要が ある．

　本研究の 限界 点として ，以 下 の 2 点が あげ られ

る．一
つ に，効果サイズが算出可 能で あ っ た研究

が 13編の うち 6編の み で あ っ たため，介入効果の

検討に 用 い られた研 究が少なか っ たこ とが あげら

れ る，月経周辺期症状 に関す る測定指標 を検討 し

た結果，半数以上 の 研究で MDQzs ｝
が使用 され て い

る の に対 して，6編の研究で は，各研 究の 著者に

よ っ て作 成された測定指標 を用 い て お り，効果量

を算出する こ とが で きなか っ た．今後 ，
MDQZs ）

￥

の 数量化で き る指標 を用 い た介入効果研究を蓄積

して い く必 要が ある．二 つ に，包含基準に関 して ，

月経周辺期症状 を有す る女性 の み を対象者 と した

研 究は心理 学的介入 を実施 した 6編の うち 1編
12〕

の み で あ っ た こ とがあげ られる．月経周辺期症状

の 自覚が ない 女性 を対象者 に含 め る こ とで ，介入

前 の 時点で 月経周辺期症状 に関す る測定指標の 得

点が低 く，介入後の 変化 も小 さ くなる．また，適

切 な包含基準が設定 され て い な い 研究に 関して

は，各介入の 影響だ けで はな く，他の 要因に よる

影響があ っ た可能性が考え られる．今後は，包含

基準を統
一

し， 再検討する 必要が ある．
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